
8　　　LSTR 療法学会雑誌 2025

　切削部位が歯肉縁ギリギリまたは歯肉縁下
に至る場合，同部位は歯科治療中ならびに治
療後も辺縁漏洩の危険性が高い部位となる．
特に根管治療時においては，術中に歯肉溝滲
出液や唾液，場合によっては血液の侵入を許
すことが容易に想像される．このような状況
下で 3MIx-MP 貼付後も症状の経過が思わし
くない場合，それが仮封不備による辺縁漏洩
からの薬剤の失効ないし効果減弱によるもの
なのか，薬剤の浸透に時間がかかるケース，
すなわち象牙質の硝子化変性や緊密な根管充
填の存在によるものなのか，またはそもそも
細菌感染による症状発現と考えた診断の誤り
によるものなのかなどと疑念が生じ，その後
の治療方針決定に多大な影響を与えることが
考えられる．
　このような状況を回避するには，辺縁漏洩
を防ぐ目的で根管治療のケースなどでは矯正
的歯牙挺出法ないし外科的歯冠長延長術など
が推奨されている 1）-7）．しかし，治療期間が
長くなったり , 健全歯槽骨を削除してまで残
根状態の歯牙の治療を優先すべきかという疑
問が生じる．こうした点から，歯肉縁に近い
切削辺縁歯質に隔壁を設けて対処することが
頻繁に行われている 8）-11）．ただ，保存専門家
と称する方々の隔壁設置目的は，術中のラバー

ダムを的確に装着できる環境を作るとか，使
用する根管消毒用薬剤の口腔内への漏洩を防
ぐためであって 9）,11），術後の，細かく言えば
仮封後から次回来院時までの間に辺縁漏洩の
危険性を防ぐためというものではない．よっ
て，隔壁作製方法も通常のレジン充填法に準
じており，隔壁材料としては操作が比較的容
易な直接法による充填用ないしコア用軟性レ
ジンのシリンジ築盛がよく採用されている

9）,12）．しかし，ここには一つ疑問が生じる．何
かというと，こうした場合に設置した隔壁は
根管治療終了後に除去されるのかどうかとい
うことである．すなわち，直接法によるコン
ポジットレジン修復物と間接法によるものと
では，後者が前者より有意に歯質との界面間
隙が少ないのは明らかであり13），また間接法
による重合収縮応力が解放されてからのセメ
ント合着の方が合理的である14）．そうなると，
レジン硬化後の重合収縮応力が大きく辺縁漏
洩の危険性が高いとされる軟性レジン15）の直
接法による築盛隔壁を最終修復物のマージン
に近接する領域に残置させることは，治療終
了後の辺縁漏洩の危険性を高い状態で放置す
るに等しい．また，根管治療時にラバーダム
を使用することの有効性 8）-12）,16）,17）,18）を否定
するつもりはないが，逆に根管治療時に築盛
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した隔壁を完全に除去し，間接法で作製した
コアを装着することによりこの問題に対処し
ようとすると，十分な仮封距離を確保できる
場合を除いて19）, 20），ただでさえ封鎖性に乏し
い残根状態の歯牙の隔壁用レジンを除去する
ことは，更に切削部位を下方に移動させ，か
つ薬剤密封のための仮封距離を短くさせてし
まう．つまり，コア印象採得後からコア装着
の次回来院時までの間に細菌感染の可能性が
より高まったとしても，それには目を瞑って
も良いとする考えに繋がる．しかし，これは
根管治療はコアを装着するまで続いていると
いう昨今の概念 17）,18）に反することになる．つ
まり，二律背反のジレンマに陥ることになる．
一方，こうした内容は歯髄が生きている生活
歯での保存修復処置の場合も同様と考えられ
る．つまり，生活歯であっても切削部位が歯
肉縁ギリギリないし歯肉縁下に至る場合には，
辺縁漏洩の危険性が高まり冷水痛や自発痛な
どの残余もしくは新たな発生があると，同部
位の再治療が必要かどうかの検討を余儀なく
されるという懸念が生じる．こうした状況を
脱却するには，根管治療中も，そして治療後も，
また生活歯の保存修復処置においても，辺縁
漏洩の危険性の少ない隔壁が設置され，かつ
一連の治療終了後も除去されること無く最終
修復物の一部として機能し継続使用されるよ
うな術式や材料を採用することが合理的と考
えられる．
　以上のことから，通法の間接法よりも一
層密封性があると考えられる直接法 CR イン
レーの作製方法を応用した隔壁作製の概要を
今回は提示する．術式は直接法 CR インレー
作製方法の場合と全く同様で，図１のような
歯牙の状態に対して，図２のように直接法

CR インレーに似た隔壁を作製しレジンセメ
ントにて合着をする．続いてセメント硬化後
図３に示すようにニエットキャリヤーを用い
て 3Mix-MP を貼付する．このあと，根管治療
の場合は水硬性セメント仮封剤（CAVITON）
または Fuji Ⅸ EX にて仮封し，根管治療終了
後は隔壁を除去することなく最終修復物の一
部として機能させる．また，生活歯の場合は
Fuji Ⅸ EX で密封しその上を直接法 CR イン
レーや金属等の最終修復物で被覆するという
ものである．
　直接法 CR インレーの作製方法を応用した
隔壁を作製し，合着することは一見術式の煩
雑さが増すかのように思われるが，実際に臨
床応用してみると辺縁漏洩の懸念を最大限回
避していることによる安心感に加え，十分な
仮封距離を確保でき，また隣接面に 3Mix-MP
を貼付し難い状況のケースであっても処置が
簡便なケースと同様に操作することが可能と
なる．こうしたことから得られる有益性は，
3Mix-MP 法の合理的な遂行に大きく寄与する
ものと考えられる．
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図１　隔壁の設置が望ましい
　　　と考えられる症例を
　　　例示．

図２　直接法 CR インレーの
　　　作製方法を用いて作製
　　　した隔壁（左）とその
　　　合着後（右）．

図３　隔壁設置後に 3Mix-MP
　　　を貼付した状態を示す．


